
 

 

 

 

 

３ 活動記録 

(3) ワークショップ 

フライヤー(案内チラシ)、当日配布資料、当日投影資料、プ

レゼン資料、アイデアスケッチ、当日スナップ 

 

 

 

 

 

 

新市庁舎の【活用】を考えるシンポジウム実行委員会 

  



ここから生みだそう　新しいよこはま

わたしたちが使いたくなる       
   「パブリックスペース」をつくろう！

〜横浜市新市庁舎低層部 アイデア・ワークショップ〜

【⽇  時】12 ⽉ 15 ⽇（⽕）14:00〜16:30
                12 ⽉ 16 ⽇（⽔）19:00〜21:30 （両⽇とも内容は同⼀です。どちらかにご参加ください）

【場  所】15 ⽇ : 横浜市市⺠活動⽀援センター・ワークショップ広場
        （横浜市中区桜⽊町 1-1-56 クリーンセンタービル 4F）
       16 ⽇ :YCC ヨコハマ創造都市センター 3F イベントスペース
        （横浜市中区本町 6-50-1）

【主  催】横浜新市庁舎の活⽤を考えるシンポジウム実⾏委員会
【参 加 費】無料（定員各 60 名）
【受付⽅法】・Facebook イベントページへの参加表明
      15 ⽇ https://www.facebook.com/events/1222127887817291/
      16 ⽇ https://www.facebook.com/events/1511011709194106/
     ・事務局（横浜コミュニティデザイン・ラボ）へのメールでの申し込み
      MAIL：（info@yokohamalab.jp）TEL：045-664-9009 FAX：020-4666-6061



わたしたちが使いたくなる       
   「パブリックスペース」をつくろう！

〜横浜市新市庁舎低層部 アイデア・ワークショップ〜

　2020 年１月に完成予定の新しい横浜市役所新庁舎。みなとみらい線馬車道駅に直結する

北仲通南地区で、すでに整備に向けた埋蔵文化財の発掘調査が始まっています。

　横浜市は「～開港の街から持続可能で豊かな国際都市へ～　人、自然 、街がつながる開か

れた市庁舎を具現化し、市民と共にOPEN YOKOHAMA を創出する」という大切な使命を、

この新しい建物に課しています。

　建物は概ね 32 階建て 160 メートルの超高層ビル（延床面積約 14 万 500 ㎡）です。低層部

（１～３階）に設けられる屋根付き広場（アトリウム）や市民協働スペース、建物内外のオー

プンスペースは、市民の日常的な憩いの場や、公的な行事を含んだイベントの舞台として、

それ自体が横浜のシンボルとなることが期待されています。

　

　このスペースを、わたしたち市民がより横浜を「暮らしてよかった」という都市にしていく

活動の場、にぎわいの場にしていくために、あなたが考えているアイデアを出してみませんか？

　集まったみなさんでワイワイ話をしながら、アイデアを出し合うワークショップを開催し

ます。出てきたアイデアはまとめて、これから始まる設計に生かしてもらうために市の担当課

に届ける予定です。

　参加希望の方は「横浜市新市庁舎デザインコンセプトブック」や過去のシンポジウム資料

などを一読のうえ、ぜひご参加ください。
　　　　　　　横浜市新市庁舎整備ＨＰ：http://www.city.yokohama.lg.jp/somu/org/kanri/newtyosya/

                              横浜新市庁舎の活用を考えるシンポジウムアーカイブページ：https://yokohamashinshichousha.wordpress.com/

ここから生みだそう　新しいよこはま

【主　　催】横浜新市庁舎の活用を考えるシンポジウム実行委員会

（横浜商工会議所都市政策委員会、関内まちづくり振興会、馬車道商店街協同組合、野毛地区街づくり会

横濱まちづくり倶楽部、横浜市民メセナ協会、水辺荘、HamaBridge 濱橋会、市民セクターよこはま、横浜市）

事務局　NPO法人横浜コミュニティデザイン・ラボ 　info@yokohamalab.jp
広報協⼒：横浜市市⺠活動⽀援センター

新市庁舎デザインコンセプトブックより

趣旨：

ワークショップの流れ：

1．このワークショップの趣旨／これまでの経緯について説明
2．本⽇のゴールと進⾏について説明
3．全員ブレーンストーミング     
4．⾃分のアイデアを書き出そう !
5．全員のアイデアを共有しよう！  

6．上位アイデア発表
7．アイデア別チームビルディング＆発展ブレスト 
8．6 つのアイデア発表



 

新市庁舎の整備を進めています 
 

 

 

 

 

・構  造 ： 鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造 

・階  数 ： 概ね地上 32 階、地下２階   

・高  さ ： 約 160ｍ 

・延床面積 ： 約 140,500 ㎡ 

 

 

【技術提案の補足資料として提出されたイメージ図】（実際の建物は今後設計を行います。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 34 年 ９月 現市庁舎しゅん工 

平 成 ３ 年 ６月 「横浜市市庁舎整備審議会」設置 

平 成 ７ 年 １月 「横浜市市庁舎整備審議会」答申  建設候補地として次の 3 地区を選定 

「港町（現庁舎）地区」、「北仲通地区」、「みなとみらい 21 高島地区」 

平成 19 年 12 月 「新市庁舎整備構想素案」公表  整備候補地を次の 2 地区に絞り込み 

「港町（現庁舎）地区」、「北仲通南地区」 

平成 20 年 ３月 北仲通南地区の土地を取得 

平成 24 年 ５月 市会に「新市庁舎に関する調査特別委員会」設置 

平成 25 年 ３月 「新市庁舎整備基本構想」策定  整備予定地を「北仲通南地区」とする 

平成 26 年 ３月 「新市庁舎整備基本計画」策定 

 ９月 市会で「市の事務所の位置に関する条例」一部改正議案可決 

  「横浜市市庁舎移転新築工事技術提案等評価委員会条例」制定議案可決 

 

平成 27 年 

12 月 

５月 

６月 

10 月 

12 月 

「新市庁舎整備計画概要」公表 

市会で「市庁舎移転新築工事」に係る補正予算議案可決 

「横浜市市庁舎移転新築工事」入札公告 

「横浜市市庁舎移転新築工事」の入札（技術資料等の受付） 

「横浜市市庁舎移転新築工事」の落札者決定：竹中・西松建設共同企業体 

 

 

平成 28 年 1 月 横浜市市庁舎移転新築工事 入札結果報告書の公表 

 2 月 第 1 回市会定例会に契約締結議案提出（可決後本契約）→ 設計着手  

平成 29 年 夏 市庁舎移転新築工事の着工 

平成 32 年 1 月 本体工事完了（仮使用開始） 

 6 月 新市庁舎供用開始 

 

地 区 北仲通南地区 敷地面積 約 13,500 ㎡ 

位 置 

中区本町６丁目 50 番地の 10 現 況 更地 

大

岡

川

横浜ｱｲﾗﾝﾄﾞﾀﾜｰ

 

主な都市 

計画 

制限等 

用途地域：商業地域 

容積率の最高限度：1,080% 

高さの最高限度：190ｍ 

北仲通南地区第二種市街地再開発事業 

北仲通南地区再開発地区計画 

周 辺 

環 境 

馬車道駅(みなとみらい線)から徒歩 1 分 

桜木町駅(ＪＲ、市営地下鉄)から徒歩５分 

ガイド 

ライン 

北仲通地区まちづくりガイドライン 

関内地区都市景観形成ガイドライン 

 市庁舎の現状（平成 25 年 10 月） 
※民間ビル含む 

今回の計画（平成 27 年 5 月） 

専 用 部 行 政 部 門 約 59,300 59,500 

市 会 部 門 約 3,750 9,000 

商 業 機 能 - 4,000 

共 用 部 - 52,000 

駐 車 場 - 16,000 

合 計 - 140,500 

整備場所 

（㎡） 

建物概要 

経 緯 

今後の予定 

昭和34年にしゅん工した現在の市庁舎は建築後50年以上が経過しています。建設直後から手狭となり、昭和40
年代より、周辺の複数のビルに、市役所機能が分散化が始まり、 現在では、約 20 にわたる周辺ビルへ執務室が
分散しており、業務効率の低下をまねくとともに、年間 20 億円以上の賃料負担が生じています。また、平成 23 年
の東日本大震災では、関内に勤務している職員約 6,000 人のうち約 4,400 人が勤務する周辺の民間ビルの一部
において、書棚などの転倒によって業務の継続に大きな支障が生じ、現在も、災害時の業務継続性に懸念されて
います。 

 

新市庁舎整備の必要性 

新市庁舎整備の基本理念 



 

 

                                            

                                       

 

【新市庁舎１階イメージ図】
（新市庁舎計画概要版）

【メモスペース】

【メモスペース】

【新市庁舎１階イメージ図】
（技術提案の補足資料として提出されたイメージ図）



横浜市新市庁舎低層部 
アイデア・ワークショップ 

平成27年12月15・16日 
1 



【新市庁舎の概要】  
●構  造：鉄骨造、一部ＲＣ造 
●階  数：概ね地上32階 地下2階 
●高  さ：約160ｍ 
●延床面積：約140,500㎡ 





新市庁舎整備計画概要（断面図）※イメージ 

行政部分 

議会部分 

低 層 部 



新市庁舎整備計画概要（１階平面図）※イメージ 
  
大きな吹き抜け空間 

 屋根付き広場(アトリウム) 
          面積1,200㎡ 

  ☆馬車道駅と直結 
  ☆演奏会ができるステージを配置 
  ☆集い・親しみ・憩える 
 「祝祭性・おもてなし」の場 
 
  



新市庁舎整備計画概要（１階平面図）※イメージ 
  
大きな吹き抜け空間 

 屋根付き広場(アトリウム) 
          面積1,200㎡ 

  ☆馬車道駅と直結 
  ☆演奏会ができるステージを配置 
  ☆集い・親しみ・憩える 
 「祝祭性・おもてなし」の場 
 
  



新市庁舎整備計画概要（１階平面図）※イメージ 

 

 水辺の憩い空間 
  幅６ｍ 

  ☆水際線プロムナードの一環 
   
  

広場・緑地  

水辺広場  

広場・緑地  
橋詰広場  



新市庁舎整備計画概要（１階平面図）※イメージ 

 

 水辺の憩い空間 
  幅６ｍ 

  ☆水際線プロムナードの一環 
   
  

広場・緑地  

水辺広場  

広場・緑地  
橋詰広場  



新市庁舎整備計画概要（１階平面図）※イメージ 

市民や行政の協働・交流や 
情報発信の場 
面積：約480㎡ 

商業施設 
  面積：約4,000㎡ 
（飲食・物販・ 
サービスなど） 



新市庁舎整備計画概要（１階平面図）※イメージ 

市民や行政の協働・交流や 
情報発信の場 
面積：約480㎡ 

商業施設 
  面積：約4,000㎡ 
（飲食・物販・ 
サービスなど） 



新市庁舎整備計画概要（１階平面図）※イメージ  
 大きな吹き抜け空間 

 屋根付き広場(アトリウム) 
          面積1,200㎡ 

  ☆馬車道駅と直結 
  ☆集い・親しみ・憩える 
 「祝祭性・おもてなし」の場 
 
  

 

 水辺の憩い空間 
  幅６ｍ 

  ☆水際線プロムナードの一環 
   
  

広場・緑地  

広場・緑地  橋詰広場  

商業施設 
  面積：約4,000㎡ 
（飲食・物販・ 
サービスなど） 

市民や行政の協働・交流や 
情報発信の場 
面積：約480㎡ 



開かれた低層部に、 
様々なスケールや機能が混在することで、 
多様な活動を受け入れる。 



新市庁舎外観イメージパース 

弁天橋付近からの外観 北仲橋からの近景外観 

・竹中・西松建設共同企業体が、技術提案の補足資料として提出 
・実際の建物は、今後設計を行い決定 



新市庁舎１階イメージ図 

アトリウム 
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	150927_05_横濱まちづくり倶楽部プレゼン資料
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6

	150927_06_野毛地区街づくり会プレゼン資料
	横浜　Only　One　
	スライド番号 2
	　

	150927_07 国吉先生資料
	 北仲通北地区と南地区（新市庁舎整備街区）
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	�　　　　　　　②人の結節点・交流拠点　�　　　　　　　　　　　　　　　　　　★桜木町駅～2階歩行者デッキ～市庁舎アトリウム�　　　　　　　　　　　　　　　～馬車道駅地下コンコース～北仲北地区
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	�
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	北仲通南地区�～新市庁舎整備～の概要
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20


	3_2_4第２回シンポジウム（アイデアサマリー）
	新市庁舎の【活用】を考えるシンポジウム２�〜横浜を象徴する「開かれた交流の場」をつくる〜
	新しい横浜市庁舎でやりたいこと・できること�（オープンスペースなど屋根付き広場）
	スライド番号 3
	新しい横浜市庁舎でやりたいこと・できること�（市民協働スペースなど横浜らしさ・交流）
	スライド番号 5
	新しい横浜市庁舎でやりたいこと・できること�（その他）

	3_2_5第２回シンポジウム（議事録）
	3_3_1第１・２回ワークショップ（フライヤー）
	121516最終
	121516
	121516
	1215表



	1215裏

	3_3_2第１・２回ワークショップ（配付資料）
	3_3_3第１・２回ワークショップ（プレゼン資料）
	横浜市新市庁舎低層部�アイデア・ワークショップ
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14






	3_3_4第１・２回ワークショップ（当日写真）
	3_3_4第１回ワークショップ（アイデアスケッチ）
	3_3_5第２回ワークショップ（アイデアスケッチ）
	3_3_6第１回ワークショップ（グループプレゼン資料）
	DSC_0379
	DSC_0380
	DSC_0381
	DSC_0382
	DSC_0383
	DSC_0384
	DSC_0385

	3_3_7第２回ワークショップ（グループプレゼン資料）
	DSC_0386
	DSC_0387
	DSC_0388
	DSC_0390

	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	2_1第１回実行委員会
	【次第】第１回
	資料1-1実行委員会規約(案)
	資料1-2実行委員会 会計規程(案)
	資料1-3実行委員会名簿（案）
	資料2-1シンポ実施概要






	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	2_1第１回実行委員会
	資料3-1実行委員会　収支計画（案）
	予算


	2_2第２回実行委員会
	【次第】第２回
	【議案】第２回
	資料1-1 実行委員会規約(変更案)
	資料1-2 実行委員会名簿(変更案)
	資料2 シンポ(第2回)実施概要

	2_3第３回実行委員会
	【議案】第３回






	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	2_3第３回実行委員会
	資料１ ワークショップ実施概要1126





	2_5第４回実行委員会
	【次第】第４回
	【議案】第４回
	資料１ 実行委員会　収支決算


	新市庁舎の活動を考えるシンポジウム活動報告書
	2_5第４回実行委員会
	参考資料
	実行委員会規約(H27.9.14改正版)
	実行委員会名簿(H27.9.14改正版)
	実行委員会 会計規程(H27.8.18)







